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個別施設計画（林道橋） 

   

１．対象施設 

 本市が管理する林道施設(林道橋)の総延長は、72.2m であり、総数は 8橋である。 

 以下に対象施設一覧表を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．計画期間 

  中長期的な計画期間を 30年と設定する。 

 

３．対策の優先順位の考え方 

  優先順位は、個別施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)の他、当該施設が果たしている役割、

機能、利用状況、重要性等、対策を実施する際に考慮すべき事項を整理し設定する。 

  以下に優先順位の考え方を示す。 

   

 (1)優先度の指標 

橋梁の補修優先度を整理するための、評価指標を設定する。 

評価項目については、「岐阜県 小規模橋梁修繕計画 平成 31 年 3 月 岐阜県県土整備部 道

路維持課」の項目(健全度(損傷状況)、路線の重要性、交通量等)を基に策定する。 

 

 

 

 

 

 

 

1)健全度(損傷状況)に関する指標 

   損傷状況については、「岐阜県橋梁点検マニュアル 令和 2年 3月 岐阜県県土整備部道路

維持課」より、主桁、横桁、床版等、下部構造、支承部、その他部材の 6項目ごとに選定を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【岐阜県橋梁点検マニュアル (岐阜県県土整備部道路維持課)令和 2年 3月 P.48】 

【岐阜県 小規模橋梁修繕計画 平成 31 年 3 月 岐阜県県土整備部 道路維持課 P.6】 



 

2)路線に関する指標 

   ①交通量に関する指標 

     交通量に関するデータがないため、橋長と幅員を考慮して選定することとする。 

 

(2)優先度指数の算定 

選定項目について、優先度指数の選定方法を以下に示す。 

また、優先度指数は、点数が低い程、優先度順位が高いことを示す。 

 

1)健全度(損傷状況)に関する優先度指数 

上部構造(主桁、横桁、床版)、下部構造、支承、その他の4項目の健全度について優先度指

数を設定する。上部構造については、最も健全度の悪い判定について優先度指数を設定する。 

各健全度の配点を以下に示す。 

 

表-1 健全度に関する優先度指数 

健全度 優先度指数 

Ⅳ ― 

Ⅲ 1 

Ⅱ 2 

Ⅰ 3 

※健全度Ⅳは緊急対応が必要で、判定が出た時点で対応を行うため、配点を行わないものとする。) 

 

 

 



 

2)橋梁の重要度による優先度指数 

橋梁の重要度は、3つの項目（道路種別、橋長、幅員）を評価項目に設定した。 

各項目の優先度指数を以下に示す。 

 

①道路種別 

道路種別による優先度指数は、路線の重要度について優先度指数を設定する。 

 

東栄線：高速道路を跨いでいるため、路線の重要度は高い。 

東谷線：東谷線は交通量が多いため、路線の重要度は高い。 

滝ヶ洞線：滝ヶ洞線は利用者が少ないため、路線の重要度は中程度である。 

中洞線：中洞線は利用者が少ないため、路線の重要度は中程度である。 

欠簗線：欠築線は通行止めとなっているため、路線の重要度は低い。 

東方月線：東方月線は通行止めとなっているため、路線の重要度は低い。 

 

表2 路線の重要度に関する優先度指数 

路線の重要度 優先度指数 

東栄線 1 

東谷線 2 

滝ヶ洞線 3 

中洞線 4 

欠簗線 5 

東方月線 6 

 

②橋長 

橋長が長い場合、損傷の進行による、補修費用が大きくなるため、工事を早期に行うこと

が望ましいと考えられる。 

各橋長の配点を以下に示す。 

表-3 橋長に関する優先度指数 

橋長 優先度指数 

10m以上 1 

10m未満 2 

 

③道路幅員に関する優先度指数 

幅員に応じて、優先度指数を設定する。 

 

表-4 幅員に関する優先度指数 

幅員 優先度指数 

5m以上 1 

3m以上～5m未満 2 

3m未満 3 



 

以下に、優先度指数一覧表を示す。 

 

表-5 優先度指数一覧表 

項目 要素 評価点 

健全度 

Ⅳ —  

Ⅲ 1 

Ⅱ 2 

Ⅰ 3 

重要度 

道路種別 

(路線の重要度) 

東栄線 1 

東谷線 2 

滝ヶ洞線 3 

中洞線 4 

欠簗線 5 

東方月線 6 

幅員 

5m 以上 1 

3～5m 2 

3m 以下 3 

橋長 
10m 以上 1 

10m 以下 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．個別施設の状態等 

  個別施設の状態を以下に示す。 

 



  

５．対策内容と実施時期 

 点検結果を基に行った対策工法の選定結果を以下に示す。 

(実施時期については別表-3 を参照) 
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林道橋 

1 無名橋 ― ― ― ― ― ○ ― 

2 無名橋 ― ― ― ― ― ― ― 

3 無名橋 ○ ― ― ― ― ― ― 

4 無名橋 ― ― ― ― ― ― ― 

5 東谷橋 ― ― ― ― ― ― ― 

6 東栄橋 ○ ― ○ ○ ○ ― ○ 

7 無名橋 ○ ― ― ― ― ○ ― 

8 東方月橋 ― ― ― ― ― ― ― 

 

(1)1_無名橋(橋梁ID：1061003) 

無名橋(橋梁ID：1061003)の各部材における、補修工法選定結果を以下に示す。 

 

表-6 無名橋 補修項目一覧表 

損傷部位 損傷の種類 考えられる原因 
対策区分 

補修工法 
部材 部位 

下部構造 

橋台 洗堀 経年劣化 Ⅱ Ⅱ 洗堀対策工 

 

(2)2_無名橋(橋梁ID：1061002) 

無名橋(橋梁ID：1061002)は、損傷がないため、必要な補修工法なし。 

 

(3)3_無名橋(橋梁ID：1061001) 

無名橋(橋梁ID：1061001)の各部材における、補修工法選定結果を以下に示す。 

 

表-7 無名橋 補修項目一覧表 

損傷部位 損傷の種類 考えられる原因 
対策区分 

補修工法 
部材 部位 

上部構造 

床版 剥離・鉄筋露出 経年劣化 Ⅰ Ⅰ 断面修復工 

表-5 補修工法一覧表(橋梁毎) 



(4)4_無名橋(橋梁ID：1121004) 

無名橋(橋梁ID：1121004)の各部材における、補修工法選定結果を以下に示す。 

 

表-8 無名橋 補修項目一覧表 

損傷部位 損傷の種類 考えられる原因 
対策区分 

補修工法 
部材 部位 

上部構造 

地覆 変形・欠損 車両等の衝突 Ⅰ Ⅰ 経過観察 

その他 

防護柵 変形・欠損 車両等の衝突 Ⅰ Ⅰ 経過観察 

 

(5)5_東谷橋 

東谷橋は、損傷がないため、必要な補修工法なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(6)6_東栄橋 

東栄橋の各部材における、補修工法選定結果を以下に示す。 

 

表-9 東栄橋 補修項目一覧表 

損傷部位 損傷の種類 考えられる原因 
対策区分 

補修工法 
部材 部位 

上部構造 

主桁 

ひびわれ 経年劣化 Ⅱ 

Ⅱ 

剥落防止工・舗装打

換え工・橋面防水工 

剝離・鉄筋露出 かぶり不足 Ⅰ 断面修復工 

その他(異物混入) 施工時に混入 Ⅰ 経過観察 

床版 

その他(ｺｰﾙﾄﾞｼﾞｮｲﾝﾄ) ｺｰﾙﾄﾞｼﾞｮｲﾝﾄ Ⅰ 
剥落防止工・舗装打

換え工・橋面防水工 

剥離・鉄筋露出 かぶり不足 Ⅰ 断面修復工 

漏水・遊離石灰 経年劣化 Ⅰ 経過観察 

下部構造 

橋脚 
うき 経年劣化 Ⅱ 

Ⅲ 
断面修復工 

剥離・鉄筋露出 かぶり不足 Ⅲ 断面修復工 

その他 

防護柵 

ひびわれ 経年劣化 Ⅰ 

Ⅱ 

経過観察 

変形・欠損 車両などの衝突 Ⅰ 経過観察 

防食機能の劣化 経年劣化 Ⅰ 経過観察 

剥離・鉄筋露出 かぶり不足 Ⅰ 経過観察 

舗装 

うき 車両の繰り返し通行 Ⅰ 経過観察 

路面のひびわれ 車両の繰り返し通行 Ⅰ 経過観察 

路面の凹凸 車両の繰り返し通行 Ⅱ 
背面舗装補修工 

段差 車両の繰り返し通行 Ⅱ 

 



 

(7) 7_無名橋 

無名橋の各部材における、補修工法選定結果を以下に示す。 

 

表-10 無名橋 補修項目一覧表 

 

(8)8_東方月橋 

東方月橋の各部材における、補修工法選定結果を以下に示す。 

 

表-11 東方月橋 補修項目一覧表 

損傷部位 損傷の種類 考えられる原因 
対策区分 

補修工法 
部材 部位 

上部構造 

床版 漏水・遊離石灰 経年劣化 Ⅰ Ⅰ 経過観察 

下部構造 

竪壁 漏水・遊離石灰 経年劣化 Ⅰ Ⅰ 経過観察 

 

 

 

 

損傷部位 損傷の種類 考えられる原因 
対策区分 

補修工法 
部材 部位 

上部構造 

床版 剥離・鉄筋露出 かぶり不足 Ⅱ Ⅱ 断面修復工 

下部構造 

竪壁 洗堀 経年劣化 Ⅱ Ⅱ 洗堀対策工 



６．対策費用 

 点検結果を基に、今後１０年間の修繕費用は約３５百万円となる。 

 



林道橋位置図 


